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iv BTU Lab. http://www.btulab.com/ 
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v Idea Forge. http://www.colorado.edu/ideaforge/ 
vi IRON Lab. http://atlas.colorado.edu/iron/ 
vii AI Lab. http://www.ailab.t.u-tokyo.ac.jp/ 
viii FabLab Japan Network. http://fablabjapan.org/ 
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が工房として面白いものを生み出す方策について考察してみたい。 
まず前述の通りファブリケーションスタジオの特徴とその活かし方を利用者、
利用したい者それぞれが捉え直してみることが必要である。様々な研究科から
人が集まっている、あるいは物理的に他のスタジオと空間を共有している、と
いったものはファブリケーションスタジオの特徴になりうる。例えば普段から
デザインファブリケーション拠点に集まる機会を作れば、空間の共有性から自
然とファブリケーションスタジオへの敷居を低くできる。こうして多くの人の
日常の中に工房を組み込むことができれば何か出てきそうだと感じている。 
こうした特徴とその活かし方の議論に加え、ものをつくる目的、デザイン学
というグループで工房を共有する意味を含めて議論していくことが大切になっ
てくる。またファブリケーションスタジオとしてものづくりの成功例を示すこ
とで、利用者が工房の特徴をつかみ触発され何かをつくるきっかけになる。自
分も研究室の先輩方の小型ドローンを見たことが、その工房を活用する研究の
きっかけとなった。議論と実際のものづくりを繰り返すことによって、今後フ
ァブリケーションスタジオは今回示した3つの分類とはまた違った特徴のある
工房となって面白いものを生み出せると考えている。 
5 おわりに 
本稿では、今回アメリカで訪れた工房と自分が知っていた日本の工房とを含
めて分類し、デザイン学ファブリケーションスタジオについても分類の位置づ
けを考えた。訪問学習会で多くの工房を訪れたことをきっかけとして、これら
の工房をひとつのものさしで並べてみるということを行い、工房を今後活用し
ていくにあたっての指針を得ることができた。 
 
訪問学習会USでは今回まとめた工房についての考察をはじめ、働く環境につ
いて自分が普段感じることのない新鮮な事例への出会いや、英語を介した人々
との交流など多くを得ることができた。今後の活動にいかしていきたい。 
 
「デザイン学」への問い 
+ 工房で何をつくるか 
